
　　　　

2024 年 3 月 1 日

10 時 45 分から 19 時 0 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 こども療育センターきらキッズⅡ 支援プログラム 作成日

・毎回こども自身がスケジュールを把握し、目標を持って参加し、振返りを行うことで、時間やルールを意識したり、達成できたことを認めたりできるようにして自己肯定感を育んでいき
ます。
・工作やアートワークにおいて、異年齢の仲間と一緒に絵を描いたり作品を作ったりゲームをしたりしながら、自己表現の仕方を学ぶなどのスキルアップを目指していきます。作品作りに
おいて、完成をイメージしながら手順通りに作る経験ができるようにしていきます。

・個々の発達課題に応じた教材を用意して、文字の読み書き能力や語彙力を身につけられるように支援します。
・集団活動のゲームなどを通じて、相手に自分の気持ちを言葉で伝える事ができるように支援していきます。活動の中で、仲間との会話を楽しみながら、相手の意図を理解していけるよう
にしていきます。

・療育の場で安心して過ごすことができるように環境を整えていきます。
・集団活動全般を通じて、友だちや周りの人に関心を持ち、適切な声掛けや気持ちのコントロールの仕方を学んでいけるように支援します。
・買い物や公共施設への外出を通じて、金銭のやり取りや商品の受け取りを経験したり、公共の場でのマナー等を理解したりして、社会的ルールを習得し、社会参加と自立生活につながる
支援を行います。

法人（事業所）理念

支援方針

「心から楽しさを感じてあそぶこと」「自分の力でしっかりと考えること」の大切さを、他者とのかかわりの中で実感してほしいと願っています。個々のお子さんの発達に合わせた課題や
レクリエーション活動を設定し、グループの中で楽しみながら、自立に向けた支援を行います。家庭・学校・地域との連携を大切にして、生活していく環境を整えていきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・火災や地震、水害等に対する避難訓練を実施しています。
・学校休業日の長期休みの際には、水遊びやお祭りごっこなど、全学年を通したイベントを行っています。
・中学以降の進学を考える座談会を行い、子供たちの今後の進路について先輩保護者の方々から学ぶ機会を設けます。

発達の気になるお子さんとその家族が、いきいきと自分らしく生きていける社会、また、すべての子どもとその家族が、お互いのびのびと育ちあえる地域社会作りに寄与していくこと。

家族支援

・毎回送迎時のフィードバックで、お子さんのその日の様子をお伝えします。
・懇談会、参観日などを通して、お子さんの様子や発達課題を共有します。
・お子さんとその家族の方が困った時、悩んだ時にすぐに相談できる体制を
作っています。

移行支援

・具体的な移行先との調整、相談援助、連携を行っていきます。必要に応
じて移行先の放課後児童クラブや学校、相談支援員と連携をはかり、支援
体制を作っていきます。

地域支援・地域連携

・ご家族の要望に応じ、相談支援事業所、学校、地域やその他の機関と連携し
支援にあたるように取り組んでいます。

職員の質の向上

・虐待防止、人権、救急処置、支援に関する具体的な方法など定期的に研
修を行い、職員の質の向上に努めています。
・個別の支援についてもケース検討や支援会議を行い、支援の質の向上に
つながるように努めています。
・外部で行われる研修への積極的な参加を推進しています。

支　援　内　容

本
人
支
援

・安全な環境のもと支援を行います。自ら身の回りを清潔にし、持ち物の整理整頓ができるように支援します。
・活動スケジュールを提示し、時間を意識しながら行動することで、生活リズムを身につけていけるように支援します。

・正しい姿勢で学習に取り組めるようにしていきます。
・運動あそびでは、かけっこ・ボール遊び・体操など体育の基礎となる動きを友達と楽しく遊びながら習得していけるように支援します。
・工作などを通して、指先を使った作業を取り入れ、細かい動きができるようにしていきます。




